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ロボ ッ トの時代に向かって

最近我が国では、  ロ ボ ッ  トへの期待感が非常に

高ま っ てい る 。 そ こ で 、 創立以来十数年 、人工知

能から様々な形のヒューマン ・ イ ン タ フ ェ ー ス に

至 る ま で 、  ロ ボ ッ ト に 必 要 な基礎研究 ・ 要 素技術

などの幅広い研究はも と よ り 、  い く っかの ロボ ッ  ト を 実際に創 り出 し てい る A T R も 、  ロ ボ ッ  トの特集号を

改めて組むこ とになった 。

経済の不振を始めとして、  社会生活に重普しぃ沈滞感が圧し掛かる我が国では、 そこから抜け出す  ( ワー

プする )  ための希望の星として、  9 0年代頃から、  科 学 ・ 技術に大きな期待が掛けられているかにみえる 。

しかし 、総論では基礎研究が重要だと言いながら 、いざ金を出す段階になる と 、実用化 ・ 産 業 化 ・ ス グ 役

に立つもの ・ 収益に繋がるもの ・ ・ ・ と 本 音 が 出 て く る 。 いずれその う ちに 、  あんなに金をっぎ込んだの

に、 ち ゃ ん と し た 成果が出ない な ど と い う こ と を 主張 し 出す者が出て く る に違い な ぃ 。 科学 ・ 技術におけ

る我が国最大の問題は、  戦後半世紀以上に亘つて、  国が R & D に十分な投資を し て こ なか っ た こ と で あ る 。

金は決心すればスグ增やせるが、  人材は急には育たない。 今その半世紀の間に溜まったッケを払つている

のである。

こ の 調 子 で は 今 の ロ ボ ッ ト ・ ブー ムのバン ド ワ ゴ ン もす ぐに通 り過ぎて 、熱が冷め るのではな ぃか と ぃ

う 懸 念 も あ る 。 何 し ろ素人の私 ( と 言 う と 奇異に感 じ る人 も ぃ る か も し れ な ぃ が 、 実は本当 ) か ら み て も 、

ロボ ッ トはマダマダ子供騙しのレベルにある 。本当に役に立つものができるまでには 、かな りの努力と時

間が必要であ ろ う 。 研究 ・ 開発の立場か ら見 る と 、  それは大変や り が いの あ る こ と で あ る 。  ま たやは り 、

ロ ボ ッ ト には将来様々な 、  幅広い利用の可能性がある と期待される 。  いやそれ以上に 、  今我々が気づいて

いないポテンシャルの方が高いのではないか 、  と 感 じ てい る 。社会 と言 う ょ り 、 普通の人間が多数 、直接

係るものには 、期待以上の、思わぬ効果や飛躍や展開が起こる こ とが 、最近のいわゆる I T の一部 ( イ ン ター

ネ ッ ト 、 携 帯 電 話 ・ ・ ・ ) に纏わ る様々な状況を見 る と 実感 さ れ る 。 そ の よ う な こ と が起 こ る 時には 、 優

れた技術が生 き残 る と は限 ら な ぃ と い う 現象 も 出 て く る 。  し か し 、 そ こへ至るには優れた技術が不可欠な

の で あ る 。 ロ ボ ッ ト にっいては、今我々はその入り口の段階にいると思われる。

ロ ボ ッ ト を 大 き く メ カ ・ ロ ボ ッ ト と コ ム  ( コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン )  ・ ロ ボ ッ ト に 分 け る と 、 A T R は コ ム ・

ロ ボ ッ ト の 分 野 で 、  その研究の レベルの高 さは も ち ろ ん 、 幅の広 さ で も 、 我が国は も と よ り 、 世界で ト ッ

プの位置にある と自負している 。  今後さらにこの分野の研究に積極的に力を入れ、  その発展に寄与するた

め 、昨年 1 0 月  「知能ロボテ ィ ク ス研究所」 を発足させた。  また、人間の脳機能の解明や人工知能を中心と
する研究を行う  「脳情報研究所」 を近 く独立させる予定である 。将来ロボ ッ トが様々な場面で活躍する と
す れ ば 、 そ れ は や は り メ カ ・ ロ ボ ッ ト と コ ム ・ ロ ボ ッ ト の 技術が よ り 一層融合 し た も の で あ ろ う 。 そ の た

めには 、  外部との連携が重要である。  既に幾つかの企業や研究機関との協力や共同研究を始めている。  さ

ら に 、 将 来 ロ ボ ッ ト が 人 々 の ニーズに応え 、本当に役に立つと認められ 、受け入れられ 、違和感無く使わ

れ、社会に溶け込むためには、一部マニアではな く 、広 く人々の、敢えて言えば一般大衆の、ニー ズや期

待に応え 、 それ ら普通の人々が自由自在に使え る よ う な も のにな ら なければな ら ない。そのための方向を

間違いな く見定めるために 、  ATRは大都会の、  しかも人の動きの激しぃ場所に、  誰でもが自由に気楽に出

入 り で き る ア ン テ ナ ・ ラ ボ を 開 く こ と を 考 え て い る 。

私 も こ の ロ ボ ッ ト  ・ ブームに一度だけ騙 さ れ てみ よ う と 思 つ て い る 。

株式会社国際電気通信

基礎技術研究所

代表取締役社長
フゴノ

春野 信義
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口ボッ トがネッ ト ワークにつながって
僕たちの生活に飛び出てくる。

総務省情報通信政策局

ロ ボ ッ ト とュビキ タ スネ ッ ト ワーク 研究推進室長

ロ ボ ッ ト 技 術 は 、 我 が 国 の フ ラ ッ グ シ ッ プ ・ テ 渡辺 克也
ク ノ ロ ジ ー の一つです。 事 実 、 産 業 用 ロ ボ ッ ト 分

野においては 、  日本製が世界の約 6割を占め 、  世

界を席巻している状況にあります。  しかし、  産業規模は平成12年  (2000年) では6 , 4 7 5億円  (生産額)、 平

成 1 3 年 ( 2 0 0 1 年 ) では 4 , 0 6 4 億円 ( 生産額 )  と減少傾向にあり、近年の国内の不況による設備投資削減や

ロ ボ ッ ト 単 価 の値下が り 、  さ らに生産工場の海外移転の問題などから、  厳 しい状況にな っ てい る の も 実情

であ り ます 。

一方、 現在、  ユ ビ キ タ ス ネ ッ  ト ワー ク社会の早期実現に向けて、  産学官での種々の取組が行われていま

す 。 ネ ッ ト ワー クの一層の高度化 ・高機能化が進展する中で、一つの端末にとらわれず、  い つ で も ど こ で

も あ ら ゆ る も の が接続で き る 、 十分 な伝送容量を備え た ネ ッ ト ワー ク環境が実現される社会一それが 「ユ

ビキ夕スネッ  ト ワー ク 社 会」 です。
ユ ビ キ夕 スネ ッ  ト ワー ク が 、  家庭やオ フ イ スでの利用が期待されるパー ソ ナル ロ ボ ッ  ト や業務用 ロボ ッ

ト 等 とっな が る  (「ネ ッ ト ワー ク ・ ロ ボ ッ ト 」) こ と に よ り 何 が お き る の か ?  単に ロ ボ ッ ト が高性能化す

る だ けでな く 、 新 た な ラ イ フ ス タ イ ルが創出 され 、 高齢化 ・ 医療介護間題等の様々な社会的問題への対応

が図られるばか りでな く 、 2 1 世紀の日本発新 I T社会の構築にも貢献してい く 。 「ロ ボ ッ ト」 と 「ユビキタ
ス ネ ッ ト ワー ク」 と ぃ う 日 本 の 2 つ の フ ラ ッ グ シ ッ プ ・ テ ク ノ ロ ジーの ド ッ キ ン グ 。 こ の融合は 、  日本のIT
社会にとっても大きな起爆剤になる可能性を持つ て い る と 思 つ て い ま す 。

ネ ッ ト ワーク ・口ボ ッ ト の世界

ロ ボ ッ ト がュ ビ キ タ ス ネ ッ ト ワー ク とっな が る こ と に よ り 、  どのよ う な変化があるのか 。  ロ ボ ッ ト が 自
ら欲しぃ情幸l1をネットワー クか ら探すェー ジ ェ ン ト ロ ボ ッ ト に な っ た り 、 ユーザー フ レ ン ド リ ー な ネ ッ ト
ワー ク ・ ヒ ューマン ・ イ ン 夕 フ ェー スを備えた 「情報端末」 に、  また、様々なュビキ夕ス ・ ア プ ラ イ ァ ン
ス が ロ ボ ッ ト に 。 ネ ッ ト ワー クから見れば、  ヒ ューマ ノ イ ド だ け では ない 、 3 次 元バーチャルな もの も情報

家電も 、部屋 も都市空間も ロボ ッ ト に な る 。 それが 「ネ ッ ト ワー ク ・ ロ ボ ッ ト」 の世界だと思います。
その実現の大きな鍵は 、 ユ ビ キ タ ス ネ ッ ト ヮ ー ク と ロ ボ ッ ト を 結 ぶ ネ ッ ト ワー ク技術の研究開発、標準

化であ り ます 。欧米においても産学官によ る様々なプロジェ ク ト が積極的に推進されてお り ます 。その流

れの中で、  日本が世界に先駆けて、  ネ ッ ト ワー ク ・ ロ ボ ッ ト の 分 野 で 、 世 界 を リ ー ドするコア技術を確立

す る こ と が 急務 で あ る こ と か ら 、 総 務省 では 、  「ネ ッ ト ワー ク ・ ロボッ ト技術に関する調査研究会」 を平成
1 4年 ( 2 0 0 2年 )  1 2月から開催し、  ネ ッ ト ワー ク ・ ロ ボ ッ ト の 将 来 イ メ ー ジ を 明確化す る と と も に 、 取 り 組

むべき研究開発課題 ・ 標準化課題 、実現によ る社会的 ・経済的効果 、実現のための推進方策等 、  い わ ば

「ネ ッ ト ワー ク ・ ロボッ ト実現に向けた日本戦略」 策定への処方箋作りを行つております。

ネ ッ  ト ワーク ・ ロボッ  トの実現に向けて
ネ ッ ト ワー ク ・ ロ ボ ッ ト の 実 現は 、 家 庭や オ フ イ ス な どの社会生活ス夕 イルが イ ン テ リ ジ ェ ン ト 化 され 、

高齢者 ・医療介護問題等、様々な社会的課題に寄与するだけでなく 、 2 1世紀の新たなビジネス創出等、  ロ

ボ ッ ト と 生活す る新たな ラ イ フ ス夕 イルの実現への推進剤にな る も の と 思つてい ます 。 ま た 、 そ の取 り 組

みは、  ま さ し く 今 始 ま ろ う と し て い ま す 。  しか しながら 、具体的な研究開発プロジェ ク ト を中核に 、 「研究
開発」、 「環境整備」、 「国際的な協調の推進」 と 、 取 り組むべき方策は数多 く 、 その一つひとっを着実に進
めていく必要があります。

例えば研究開発でも、  これまでは開発成果が実用化されずに埋もれた例が少なからずあり 、  やは り 成果

をそのっど社会実証に照らして実用化できる方向へ持つていかなければなりません。  それに伴つて、  グ ロー

バル ・ ス タ ン ダー ド を獲得できる よ う な研究体制も構築する必要があ り ます 。  また 、途中経過をしっか り

評価しなが ら進める仕組みも必要です 。オー プ ン な イ ン タ フ ェ ー ス環境を想定 し 、種々の新たなサー ビ
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ス ・ ア プ リ ケー シ ョ  ン創出等のための実証実験のための場作り も重要な課題です。

また、  これからの知的財産活用を考える際には、  シビアな国際標準化競争に勝ち抜かねばなりませんが、

一方で国際的な協調も戦略の枠組み と し て ク リ ア し てい く こ と が必要です 。  さ ら に 、  ロ ボ ッ ト を 実 環 境 に

導入 ・ 利用するための、  法制度も含めた利用環境の整備が望まれます。

ネ ッ ト ワー ク ・ ロ ボ ッ ト の実現にあた っ ては 、  この よ う に研究開発的な側面だけでな く 、  国際対応、利

活用方策の検討も含めた種々の取り組みに早急に着手しなくてはなりません。その意味から見れば、  「ネ ッ
ト ワー ク」 と 「ロ ボ ッ ト」 の双方の視点を有しているA T Rの取り組みに対する強い期待を持たざるを得ま
せん。特に、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ・ ロボ ッ トの先導的研究をしてきた A T Rに対して 、質の高い先進的な研

究を行う coE と して指導的な役割も期待されてい く もの と思われます。
手塚治虫の鉄腕アトムでは、本年、 2 0 0 3年には、  ア ト ム が 生 ま れ 、  ロ ポ ッ ト 法 が制定 さ れ 、 人間 と 楽 し

く生活する世界が描かれています。その世界の実現には、  まだ しば ら く の時間が必要で し ょ う 。 た だ 、  ロ

ボ ッ ト が ネ ッ ト ワ ー ク に っながって 、僕たちの生活に飛び出て く る 、  その世界は 、すでに目の前にある と

思います。

その世界の実現に向けて、  日本が今後と も  「ロ ボ ッ ト」 分 野 の ト ッ プ ラ ン ナーで い ら れ る か ど う か は 、
こ れか らの数年間にどの よ う な戦略を も っ て対応 してい く かにかかってお り 、 その一翼は これか らの A T R

の活動が担つている。  私はそ う思つています。

日本発新 l T  「ネッ ト ワーク ・口ボッ ト」 の実現
̃ ロボ ッ ト とュビキタスネットワークの融合̃

◆第 j 業「 ッ ト ワー ク と  {l 口ボット自ら欲しい情報をネットワークから探したり (エージェント口ボット)。ネ ッ ト ワークヒューマンインターフェ一スを備えた情報端末に。
様々なュビキタスアプライアンス(情報家電)が口ボットに。

◆ロボッ  トと生活する新たなライフスタイルの実現
家庭やオフィスなど社会生活スタイルをインテリジェント化し、高齡化・医療介護問題等、様々な社会的課題にも寄与。
21世紀の新たなビジネスの創出にも貢献。

.ィ'ッ /'、ワーク ・口 ポ ッ f、実現に向けt流1l合的''a、研 究 開 略 の 検?討
? ネ ッ ト ワーク と1二l,11'、ッ f 、を結ぶ-:il ツ f、ワー ク技術の研究開発、 標準化が大きな、ia要・解f二名、い「e産学能務1二 f 3 i ツ ̃7一 ク ・ i , f ツ ̃癌病ff二野f3フ'i ンェク ̃力'能
< 検 討 課 題 > 〇 ネ ッ ト ー ク・口ボット技術の国内外における取組みの現状

〇 ネ ッ ト ワー ク ・ロボットの将来イメ ー ジ
〇社会的効果・経済的効果
〇実現のための研究開発方策・普及推進方策等

ネ ッ ト ワー ク ・口ボットの実現 ̃ ユビキタスネッ トワーク と口ボッ トの融合 ̃
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ヒューマノ イ ド・プレイン・プロジェク ト
ーア  トム計画の実現を目指して一

はじめに

A T Rは 「脳 を 創 る こ と に よ り 脳 を 知 る」 と い う
キ ャ ッ チ フ レーズに表される計算論的神経科学とぃ

う分野を開拓し、世界をリー ドしてきました。 ヒュー

マ ノ イ ド ・ ブ レ イ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト で は 、  こ の 研

究手法をさらに発展させ、  ヒ ューマ ノ イ ド ・ ロ ボ ッ

ト に神経科学に基づいた人工脳を与える こ とで脳

を 知 る こ と を 目指 し ま す 。  この過程での波及技術

によ り 、未来型通信端末の実現、家庭内ロボッ ト 、

リ ハ ビ リ テー シ ョ ンへの応用が生まれてきます。

ヒ ト ・ コミュニケーション技術の発達
ヒ ト の文明 、文化 、科学技術 、産業 、経済の発

展はひ と え に 、 人 類 が発明 し て き た 新 し ぃ コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン の ス キ ル と 技 術 に 依 存 し て い る と

言つて過言ではありません。  3 0 0万年前にすでに人

類の祖先は他の類人猿 と は 異 な る ミ メ シ ス と 呼 ば

れ る コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の ス キ ル を身にっ け 、 道

具の製造や集団作業が可能にな り ま し た 。 数十万

年から数万年前に言語が発生する と コ ミ ュ ニケー

シ ョ ンは高効率とな り 、石器の多様性が爆発的に

増大 し ま す 。 表 1 に 示 す よ う に 、 文 字 、 電 信 、  イ

ン タ ー ネ ッ ト な ど 、 新 し い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技

術が生 まれ る たびに 、 古代農耕文明 、産業革命 、

I T 革命など 、人類の文化文明の飛躍がもた ら され

ま し た 。 過去の ト レ ン ド を外挿すれば 、私たちの

未来の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 技 術は 、 時 間 と 空 間 と

文化を越えて、  文字や画像、  音声な ど の限 ら れ た

情報を超えて 、  面と向かっての物理的な相互作用

を含む自然な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 実 現 す る も の

になる こ とは疑 う余地はあ り ません 。

3 0 0万年前 ミ メ シ ス 共同作業

高効率2 0-3万年前 言語

数千年前 記号 時間と空間を超える

数百年前 交通 (全身 )

電信

リ ア ル 夕 イ ム で は な い

1 6 0年前 記号 - リ ア ル 夕 イ ム
1 2 0年前 電話 音声言語 ・ 感情

記 号 →受動的画像 ・ 音 声2 0年前 イ ン 夕 一 ネ ッ ト

未来
ミ メシス +時間 +
空間+文化,分身
コミュニケーション

月凶研究十 ロ ボ ッ  ト

表 1  未来のコミュニケ ー ション技術

人間情報科学研究所

川人 光男

一-
l
・

未来の通信技術が克服しなければならない困難

テニス好きの夫婦が夫の単身赴任のために日本

と ァ メ リ カ に 別 れ て 住 ん で い ま す が 、  ど う し て も

二人でテニ ス を し たい と し ます 。本当の  (物理的

に実感でき る )  テ ニ ス を す る た め に は 、 図 1 に 示

し た よ う に妻のそばには夫の代わ りの ロボ ッ ト が 、

夫のそばには妻の代わ り の ロ ボ ッ ト が ぃ て 、  日 米

同時にプレーが行われなければなりません。  こ の 2

つのプレーがほぼ同 じであ る ためには 、  通信に伴

う 時 間遅れ を克服す る こ と が最大の難関 と な り ま

す。衛星通信などを用いたテレビ電話会議で、相づ

ちや目配せなどのコ ミ ュニケー ションが数秒遅れて

非常に気持ちの悪い経験をしたことがある方なら誰

で も 、  こ ん な こ と は不可能であ る と思われるで し ょ

う 。  これを解決する唯一の方法は、 夫の代理のロボッ

トには夫の脳の、 短期間ではあるが、  定量的によい

脳のモデルを乗せることです。  これはある意味で短

時間のタ イ ムマシン を作 る こ と に I11nl11敵 す る と い う コ

メ ン ト を も ら っ た こ と も あ り ま す 。

・時間返れ
図 1  夫の代理の口ボットには夫の脳

口ボッ ト研究と脳研究の融合

上で説明したよ うに 、脳の基本機能の理解に基

づ く ょ り 人 間 に 近 い ヒ ュ ーマ ノ イ ド ・ ロ ボ ッ ト の

開発に成功すれば、  画期的な未来型通信端末の実
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現に大き く近づき ます 。  時間遅れの間題は、  端末

に通信者の定量的な脳モデルを実装し、  見まね能

力 を 与 え る こ と に よ っ て し か 解 決 で き ま せ ん 。 こ

こに月凶科 学 と ロ ボ ッ ト に 基 づ く コ ミ ュ ニ ケー シ ョ

ン技術を融合する必然性が、  電気通信の側からあ

るのです。

DBの見まね学習

E R A T〇川人学習動態脳プロジェク トで開発した

ヒ ューマ ノ イ ド ・ ロ ボ ッ ト D B は 、 A T R サ イ ノ、1- ・
ヒ ューマン ・ プ ロ ジ ェ ク ト の 研究に よ り 、 3 歳 の誕

生日を待たずに表 2 と 写真 1 に示 した 2 4 種類の芸

が で き る よ う に な り ま し た 。 そ の ほ と ん ど が 見 ま

ね学習に よ る獲得や 、  脳の計算原理に基づいてい

ます。  ロ ボ ッ ト や コ ン ピ ュ ー タ は 、 会話 を理解す

る 、 情 景 を 理 解 す る 、 滑 ら か に 運 動 す る な ど 、 普

通の人間が苦労 も な く 行 つ て い る 能力にっいて 、

いまだに 2 、  3才の子供と比較しても劣つています。

こ れ は ロ ボ ッ  ト研究や人工知能研究の停滞を示す

と と も に 、  い まだに脳の機能が理解で き ていない

こ と も 示 し て い ます 。  この困難を克服するために、

人間 と同 じ大 き さ 、 重 さ 、 柔 ら か さ 、 感覚器 を持つ

た ヒ ューマ ノ イ ド ・ ロ ボ ッ ト に 、  人間の見まねを

さ せ る こ と を 切 り 口 に研究 を進め て き ま し た 。 見

まね とは 、他者の動作を観察し 、他者の意図を推

測 す る こ と に よ り 、  同じ課題を解決するこ とです 。

私たちは 、  こ れ が ヒ ト 知 性 の 基 礎 に な っ て い る と

提唱して き ま し た 。

見まねに
よ る 学 習

( 1 ) 沖 縄 舞 踊 見 ま ね ( ヵ チ ャ ー シ)
( 2 )  ロ ッ ク ン ロールまね
( 3 ) 見 ま ね に よ る 棒 立 て

( 4 )  見まねに よ る テ ニ ス
( 5 )  ビデオカ メ ラに よ る実時間運動認知
( 6 ) パ ン チ ン グ 見 ま ね
( 7 )  ジ ャ グ リ ン グ
( 8 ) デ ビ ル ス テ ィ ッ ク

( 9 )  実時間見まねによる手の運動
( 1 0 ) エ アホ ッケ一見まね

( 1 1 ) 箱 こ ろ が し
( 1 2 )小箱運び、  ロ ボ 夕

眼球運動 (13) 前庭動眼反射適応
(14) 円滑性追跡眼球運動学習

( 1 5 ) サ ッ カー ド

( 1 6 ) 眼 球 運 動 プ リ ミ テ ィ ブ の 続合

-( 1 7 ) パ ド リ ン グ
( 1 8 ) 視覚一運動変換学習

( 1 9 ) キ ャ ッ チ ボー ル
(20) ド ラ ミ ン グ の 共 演
( 2 1 ) ス テ ィ ッ キーハ ン ド
( 2 2 ) キ ャ リ ブ レー シ ョ ン な し の視覚

一運動変換
(23) ョー ヨー、 ス リ ン キー
( 2 4 )柔軟物体操作

夕 ス ク 力

学 ・ 物理

的相互作
用 ・ 学習

表 2  D Bの 2 4芸

写真1  DBの芸

ア ト ム 計画

今の日本は元気がありません。政府も民間も経

済 ・ 産業振興の速効策を科学技術に求めています

が、  とんだお門違いです。 こんな時こそ 、 1 0 年後 、

2 0 年 後の日本の発展の基礎 と な る夢のあ るプ ロ

ジ ェ ク ト を 始 め る べ き だ と 思 い ま す 。 私 た ち は 数

年前か ら 、  米国のアポロ計画を意識して 、  ア ト ム

計画 と い う も の を 提唱 し て い ま す 。 現 在 、 A T R を

含む日本は ロ ボ ッ ト 研 究 におい て世界 を リ ー ド し

てお り 、  またA T Rが提唱してきた計算論的神経科

学 は 脳 科 学 の 革 新 的 な 手 法 と し て 広 く 認 め ら れ 、

また国家的な萌芽 ・ 融合研究の重要 ト ピ ッ ク ス に

もなっています 。その双方の技術、知見、手法を

有機的に組み合わせ る こ と で 、 脳機能の解明 、特

に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力を統一的に理解 し 、 そ

し てそれに基づ く学習型 ヒ ューマ ノ イ ド ・ ロ ボ ッ

トの開発を目指すのです。 1 0年後に、完全自立で

ヒトの5歳程度の知性と感覚運動能力を有するヒュー

マ ノ イ ド ・ ロ ボ ッ ト を 開 発 す る こ と を 目 標 と し ま

す。スプー ト ニ ツ ク ・ シ ョ ッ クで落ち込む国民を 、

月面に人類を送 り込む とい う誰にで もわかる日標

で鼓舞したアポ ロ計画は 、  テ フ ロ ン 鍋 か ら 、  コン

ピュ一夕サイェ ンスまでの莫大な遺産を米国に残

し ま した 。 ア ト ム計画の技術波及は 、携帯電話端

末 な の か 、 エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト - ロ ボ ッ ト な の
か 、 介護 ロ ボ ッ ト な の か 、  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ・ ロ

ボ ッ  トなのかは今の時点で予想もっかなぃ方が楽

しいのです。  し か し肝心な こ とは 、  目標そのもの

に夢があって 、科学者技術者が真剣に取 り組める

プ ロ ジ ェ ク ト が 必 要 と ぃ う こ と で す 。 速 効 策 を う

た っ て 、  どぶに金を捨て る よ う な 愚策が昨今多す

ぎます。 官界、  経済界も一工夫欲しい と こ ろです 。
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ユビキタス知能口ボティクス

「ど う  し て も イ モ ハ ン ダ に な っ ち ゃ う ん だ け ど」、
「線あっためて 、 ハ ンダ沁み込ませた ? 」、 「えっ、
そ ん な こ と す る ん す か」、 「そ ん な こ と も 知 ら な い
の」 一一ち ょ っ と し た 失 敗 談 や ノ ウ ハ ウ の や り と

り は ど こ にで も あ り ます 。 我々の日々の暮 ら しは

成功 と失敗の積み重ねで 、時 と し て 、  ち ょ っ と し

た ア イ デ ア が 大 成 功 を も た ら し 、 些 細 な ミ ス が 大

損害にっなが り ます 。  愚者は経験に学び、  賢者は

歴史に学ぶ。  日々の経験を個人に と どめ るのでは

な く 、 知 識 と し て 人 と 共 有 で き る よ う に す る こ と

が重要です。

日々の経験を知識に変え、共有財産とする過程

を支援するには 、  ど の よ う な 技 術 が 求 め ら れ る の

で し ょ う か 。  まず、経験をその周囲の環境に関す

る 情 報 と ぃ っ し ょ に 観 測 ・ 記録する技術が求めら

れます。例えば、前述のハンダ付けの例では、  ど

う ゃ っ た ら 上 手 に で き る の か 、  う ま ぃ人の手順を

見 る こ と が で き れ ば よ い で し ょ う 。 同 時 に 多 く の

料理を手がける料理人の場合には、  その場その場

の目の配り方が重要になるかも しれません 。  こ う

した人間の振舞いを記録するためには、  人間の活

動 を 多方向 か ら 捉 え る カ メ ラ の よ う な 据 置型 セ ン

サ や 、  人間の視線の動きを提える携帯型センサ 、

と い っ た も の を ネ ッ ト ワ ー ク で組み合わせる  「ユ

ビキ夕ス ・ セ ン サ ・ ネ ッ ト ワー ク」 と 呼 ばれ る 技
術が望まれてき ます 。  こ の よ う な 技術 を使用す る

と 、  人間の振舞いを多角的に記録するこ とができ

る よ う に な り ま す 。  さ ら に は 、 人間の感情 と 関連

す る 生 理 的 デ ー タ ( 例えば、  脈拍や皮膚の電気的

変化 )  を計測す る セ ン サ を個人に携帯 させれば 、

振舞い と同時に感情に関す る情報を記録す る こ と

が で き る よ う に な る で し ょ う 。 そ の よ う な 情 報 か

ら 、 例 えば 、  ど の よ う な 場面で集中 し て い たのか

が分かれば 、 後 で同様の こ と を 行 う 人 に と っ て 役

立つ知見 と な り ま す 。 こ の よ う な 観 測 ・ 記録技術

には様々な場面での応用が考えられます。  実際、

我々が現在進めているュ ビ キ タ ス ・ セ ン サ ・ ルー
ム ( ネ ッ ト ワー ク で 組 み 合 わ さ れ た カ メ ラ や マ イ

ク な どの据置型や携帯型のセンサを備えた部屋 )

の研究では 、展示会のよ う な状況での説明者 、参

加者の活動を対象と しています ( 図 1 ) 。  ま た 、 医

療の現場でも 、  こ う し た セ ンサの組合せを使用 し

て看護師の行動を記録する研究プロジェク ト 、 「E-
ナ イ チ ン ゲール」 を進めています  ( 図 2 ) 。
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小暮  潔

しかし 、  そ の よ う なュ ビキ夕ス ・ セ ン サ ・ ネ ッ
ト ワー ク で大量のデー タ が 集 め ら れ て も 、  そ れ ら

を活用す る こ と が で き な ければ 、宝の持ち腐れで

す。 日常活動におけ る意思決定に必要な情報 を

我々が簡単に獲得するには、  観 測 デ一 夕 を使いや
すい形に要約する知識処理技術が必要になります。

図 1  ュ ビ キ タ ス ・ セ ン サ ・ ルーム

タグ

図 2  E ーナ イ チ ン ゲ ー ル ・  プロジェク  トで使用する接帯型セン

サ ・ シ ス テ ム



特定の  日時と場所に関する情報が必要な場合も  あ

れば、それらを要約した知識が必要な場合もあ り

ま す 。 そ れ は 、 例 え ば 、 料 理 を し て い る と き の 視

線 の 動 き と い う ょ う な も の で あ る か も し れ ま せ ん

し 、 ハ ン ダ付けの際に線を加熱 し て 、 ハ ン ダ を :l1i、

み こ ま せ る こ と の よ う な ノ ウ ハ ウ の 形 式 の 知 識 か

もしれません。  あ る いは 、  ある場所に人が立ち止

ま り ゃ す ぃ と い う ょ う な一般的な傾向を表す知識

かもしれません 。  こ の よ う に セ ン サ か ら 得 ら れ た

情報から日常活動に関する情報を要約する研究の

端緒 と し て 、 我々は前述の Eーナ イ チ ン ゲー ル ・ プ

ロ ジ ェ ク ト に お い て 、 看 護 師 の 上 半 身 の 傾 き と l

分間あた り の歩数 といった体の動きに関する情報

か ら業務 を大 ま かに分類す る こ と が で き る 可能性

を示 し ま し た ( 図 3 ) 。

2

3

'

f

図 3  E:一ナイチンゲール ・  プロジェク  ト で得られたセンサ情報

からの看護業務の分類

さ ら に 、  知識処理によ  り獲得された知識を人間

に効果的に提供す るためには 、人間 と の コ ミ ュ ニ

ケー シ ョン技術が不可欠です。  これは単に知識を

提供する技術だけでは不十分です。  人間がそれを

信用しなければ何の役にも立たなぃからです 。  人

間同士の場合には、  例えば 、  相手の反応を見なが

ら 、  言葉やジェスチャを用いて少しずっ意見をす

り 合 せ 、 信 頼 感 を 醸 成 す る こ と に よ り 、 提 供 す る

知識 を 人 間 に 納 得 さ せ る と い う ょ う に 、 社 会 的 関

係 を築い て い き ま す 。 知識処理 を行 う シ ス テ ム も

同 様 に 、  人 間 と 社 会 的 関 係 を 築 く こ と が で き る

( あ る い は 、 人 間 に そ の よ う に 感 じ さ せ る こ と が で

き る )  とい う意味での社会的知性が必要にな りま

す。  こ の よ う な コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 実 現す る た

めに、  日常生活の場で人間のパー ト ナーの役割を

果たす日常活動型 ロ ボ ッ ト R o b o v i e ( 図 4 ) や 、 世

の中 に あ る 他 の も の に た と え に く ぃ 形 を し た 人工

物 ロ ボ ッ ト の ムー ソ シ ア  (図5 )  などを使用して研

究を進めています。

以 上 を ま と め る と 、  日々の経験を知識化する技

術 が あ れ ば 、 誰 も が 共 有 し て 使 用 す る こ と が で き

る よ う に な り 、  こ れ ま で一人 で 悩 ん で い た こ と や

組織 と し て 気 づ か な か っ た こ と ま で も 改 善す る こ

とに役立つ可能性があります。  こ れ か ら は 、 一 見

し て ロ ボ ッ  ト に見え る形かそ うではな ぃかは別に

して 、  人間や周囲の環境との相互作用を行う知識

処理に関する技術が求められ 、  生活の中に浸透し

て い く こ と に な る で し ょ う 。

人工知能の研究では、  身体を持ち、  外界 との相

互作用を行 う こ と が知能の本質に含まれてい る と

い う こ と が 主 張 さ れ て い ま す 。  身体性知能と呼ば

れてい る も のです 。  この よ う な身体性知能を知能

ロ ボ ッ ト と 言い換えて も ょ ぃ か も しれ ません 。

こ の よ う な 見 方 に 立 つ と 、 上 で 述 べ た よ う な 、

日々の経験を知識化するための技術全体は、 人間の

活動範囲に遍在する  ( つ ま り 、  「ユビキ夕ス」 な )
身体性知能に関する技術、 すなわち、  ユビキ夕ス知

能 ロ ボ テ ィ ク ス  (ubiquitous inte11igent robot i c s )技術

であ る とい う こ と がで き るか も しれ ません 。知能ロ

ボティ クス研究所では、ユビキタス知能ロボテ ィ ク

ス技術の確立に向けた研究を進めています。

図 4  日常活動型口ボッ  トRobovie

図 5  人工物口ボッ  ト ムー ソ シ ァ
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新しい情報基盤としての日常活動型ロボ ッ ト

イ ン 夕 一 ネ ッ  ト と い う 情報基盤が普及 し て私た

ちの生活は大き く変わ りま した 。様々な可能性を

持つコンピュー タ が ネ ッ ト ワ ー ク でっな が る こ と

に よ り 、 社会規模の情報処理が可能になって き た

のです。  し か し な が ら 、  イ ン 夕一 ネ ッ ト で 通 信 す
る と い う 形 態 は 、  人間同士の対話からすれば非常

に制約 された も のです 。 いわば机の上に座つて紙

や ノ ー ト に 情報 を書 き込む と い う 形態に近い も の

です 。 紙 や ノ ー ト が 高 速 の ネ ッ ト ワ ー ク にっな が

っ て 瞬 時 に 情 報 交 換 し て い る と ぃ う イ メ ー ジです。

こ の よ う な イ ン 夕 一 ネ ッ ト の イ ン 夕 フ ェ ー ス を改
善する研究は近年特に進んできています。  例えば、

携帯電話はたんなる電話からコンピュ一夕の端末へ
と 変 わ っ て き て お り 、  人間一人ひ と り に 張 り 付 い

て情報処理をする新し ぃ情報基盤 と見なす こ とが

で き ます 。私たちは 、  ロ ボ ッ ト も こ の 携 帯 電 話 の

よ うに新しぃ情報基盤になると考えています。

こ れ ま で の 情 報 機 器 と ロ ボ ッ ト が 異 な る の は 、

人間との関係の築き方です。  イ ン 夕 一 ネ ッ ト を 利

用 し た多 く の シ ス テ ム は ど れ も 、  使用目的がはっ

き り し て お り 、  その目的のために人間は機器の使

用方法を学びながら利用します。  一方、  私たちの

日常における情報処理活動を考えてみる と 、  常 に

は っ き り し た 目 的 を 持 つ て 人 と 対 話 し て い る わ け

ではありません。対話している うちに目的がはっき

り し て く る こ と さ え あ り ま す 。 言 い 換 え れ ば 、  人

間 関 係 を 築 く と ぃ う 作 業 と 、  人に仕事を頼む とい

う 作業が同時に行われる 、  または 、  人間関係を築

い て こ そ初め て 、  人 に 作業 を 頼 む こ と が で き る と

い う の が 、  私たちの行つている対話です 。  こ の よ

う に 考 え る と 、  イ ン タ ー ネ ッ ト で 実 現 さ れ て い る

人間とコンピュ一 夕 の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン が い か

に狭 く表面的であ るかがわか り ます 。誰に も役に

立つ タ ス ク を考 え 、  その機能だけを提供するシス

テ ム と い う の は 、  人間関係 と タ ス ク を 厳密に切 り

離した設計方法で実現され る ものですが 、  私たち

が 目指す ロ ボ ッ ト は 、  人間との間に人間一 ロ ボ ッ

ト 関係 を築 き 、  その上で実現 され るべ く 夕 ス ク を

行 う と い う も の で 、 従 来 の情報基盤 で で き な か っ

た情報処理活動を可能にする新しぃ情報基盤とし

て利用できるものです。
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図 1 は 私 た ち が 開 発 し て い る ロ ボ ッ  ト です 。  な

ぜ 人 型 ロ ボ ッ ト で あ る か と い う 間 い 対 す る 答 え は

次の とお り です 。  まず、  人間との対話において人

間が擬人化しやす ぃ対象であ る こ と が必要です 。

そして、人間は、音声だけでなく、視線の動きやジェ

ス チ ャ 等様々 な モ ダ リ テ ィ を 介 し て 対話 を し ま す

が、そこにも人型であるべき理由があります。

こ の ロ ボ ッ ト を 用 い て こ れ ま で に 様々 な 研究 を

行 つ て き ま し た 。 一つ は も ち ろ ん ロ ボ ッ ト を ど の

よ う に 作 る か と ぃ う 設 計 ・ 開発に関する研究で 、

も う 一つは 、  開発 し た ロ ボ ッ ト が 実 際 に ど れ ほ ど

う ま く 人 と対話するかを評価する研究です 。  まず

前者にっい て 、  私たちの開発方針は、  人間同士の

対話にお け る 私 た ち の知識 を で き う る 限 り 多 く ロ

ボ ッ ト に 実 装 す る と い う も の で す 。 一般 に ロ ボ ッ

ト の設計においては 、  人間等を例にその情報処理

系 を ト ッ プ ダ ウ ン に 設 計 す る 方 法 が 採 ら れ る の で

すが、その設計が正しぃ とい う保証はあ りません。

私たちはあえてボ ト ム ア ッ プの逐次的な開発方法

を 採 る こ と に よ り 、 対 話 能 力 の 高 い ロ ボ ッ ト を 実

現 し よ う と し て い ま す 。 具 体 的 に は 、 考 え 得 る ロ

ボッ トの個々の動作にっい て一つひ と っ プ ロ グ ラ

ム を 作 り 、 次 に 、  その行動プ ロ グ ラ ム間の関係を

ルール と し て 記 述 し て い く と い う 手 順 を と り ま す 。

図 1  日常活動型口ボッ ト



図 2 に示す ェ ピ ソ ー ドェデ ィ  夕は、  実装した動作

モジュール間の関係を視覚的に確認しながら、 ロボッ

ト の プ ロ グ ラ ム を オ ン ラ イ ン で 修 正 で き る 開 発 支

援システムです。

後者にっいては 、  ロ ボ ッ  ト工学以外の専門家と

チー ム を 組み な が ら 取 り 組 ん で き ま し た 。  こ の よ

う な 取 り 組 みは 、  ロ ボ ッ ト 工 学 と 人間 を研究す る

認知科学 、心理学を深 く結びっけ 、新 し ぃ ロボ ッ

ト 研 究 を 生む き っ か け に な る と 期 待 し て い ま す 。

図 3に示すのは 、  ロ ボ ッ ト と 対 話す る 人間 の動作

を 精 密 に 計 測 す る こ と に よ っ て  ( 左の〇印の3次

元位置を正確に測定。  結果を C G で表示 したのが

右 ) 、  その人のロボ ッ トに対する印象を評価する研

究です。人間同士の対話においても、  人間 と ロボ ッ

ト同士の対話においても 、  相手に対する印象はそ

の人の細かな動作に現れます。  例えば 、  ロ ボ ッ ト

と う ま く 対話 し 、  ロボ ッ ト に対 して よい印象を持つ

て い る 人 は 、  ロ ボ ッ ト と よ く 目 が 合 い ま す し 、  ま

た 、  ロ ボ ッ ト の 動 作 と 同 期 し て 体 を 動 か し ま す 。

人 と 対 話 す る ロ ボ ッ  トの主観的評価を客観的な数

値デ一夕と結びっける研究です。

これ までは 、 一人 の 人間 と ロ ボ ッ ト の 対 話 、  ま

たは少数の人間と少数のロボッ  トの間の対話を主

に研究してきま した 。今後はよ り多 くの人 と ロボ ッ

ト の 間 で の 対話 を 研究す る 必 要 が あ り ま す 。 そ し

図 2  ェビソ ー ドェデ ィ タ

図 3  対話における動作の精密測定

てその対話時間も長くする必要があります。  1 時間

の対話で築かれ る関係 と 1 年 を経て築かれ る関係

には大きな差があります。  しかしながら、  ロ ボ ッ ト

が大勢の人の間に入つた と き 、 人 は ど の よ う に 受

け止めるか、  ど の よ う な 動 作 プ ロ グ ラ ム を ロ ボ ッ

ト に与えればいいのかにっい ては 、  ロ ボ ッ ト 工 学

は も と よ り 、 認知科学や社会心理学に も ぃ ま だ十

分な知見はあ り ません 。 ロ ボ ッ ト 工学 と認知科学

や社会心理学双方の研究者が協力しあぃ、  新 た な

研究 を展開 し て い く こ と が 重要に な り ま す 。 従来

研究室の中だけで行われてきたロボッ トの研究が、

実際の人間社会に出て行く  時がきたのです。

こ の よ う な 研 究 の さ き が け と し て 、 私 た ち は 、

小 学 校 に 約 1 カ 月 間 ロ ボ ッ ト を 持 ち 込 み ま し た 。

正確な結果を出すにはさ らに研究を続ける必要が

あ り ま す が 、 子 供 た ち と ロ ボ ッ ト の 間 に 築 か れ る

関係にっい て 、  ま た 、 子 供 た ち の ロ ボ ッ ト の 受 け

止め方にっい て 、 様 々 な知見 を得 る こ と が で き ま

した。 図4にその様子を示します。

図 4  小学校で活動するロボッ  ト

最初に述べた よ う に 、  私たちは 、  日常活動型ロ

ボ ッ ト は コ ン ピ ュ 一 夕 ・ ネ ッ ト ワー クでは通信で

きな ぃ情報を通信し 、情報機器と人間の新し ぃ関

係を開発する情報基盤になる と考えています 。  そ

の意味でも、  最後に紹介した実社会における研究

は非常に重要です。  人間と対話し社会に参加する

ロ ボ ッ ト の 基本問題を解 く 以前に 、 基本間題その

ものを同定しなければなりません。今後研究の場

は、 研究室の中から実社会へ、 短期実験から長期
実験へ と変わってい く必要があ ります 。
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心が通う口ボットとの音声インタフェースの
実現にむけて

1 .  はじ、めに

最近進歩が著しぃ ロボ ッ ト との音声イン夕フェー

ス技術にっいて述べます。  ロ ボ ッ ト と 言 つ て も 、

工 場 で 働 く 溶 接 ロ ボ ッ ト か ら 、  ネコ型、  人間型ロ

ボ ッ ト ま で い ろ い ろ な も の が あ り ま す 。  こ こ で は

日本の方にはおなじみの生き物の形を目指してい

る タ イ プ の ロ ボ ッ ト を 対 象 に す る こ と に し ま す 。

こ の よ う な ロ ボ ッ ト で は 、  人間は、  あ た か も そ の

動 物 や 人 間 の よ う に ロ ボ ッ ト が 反 応 す る こ と を 暗

に期待 し ま す 。 人 間型 で は 、 何 か 話 し か け る と 、

こち らの発話に対し 、人間のよ うに意図を汲んで 、

動作や言葉で反応することを期待してしまぃます。

も ち ろ ん 、 言 葉 に 対 し て 、  人 間 の よ う に ロ ボ ッ

ト を 反 応 さ せ る こ と は 、 現 在 の技術 では ほ と ん ど

で き な い と 言 つ て 良 い で し ょ う 。 た だ 、  ロ ボ ッ ト

には 、 それ自体が単体 と し て 、 見 た り 、 聞 い た り 、

行動 し た り す る こ と が 実 現 で き る の で 、  それぞれ

の技術を人間の能力に近づけるべく 、  一定のバラ

ン ス を 保 ち な が ら 、 原 始 的 な 生 物 か ら 、  コ ミ ュ ニ

ケー シ ョ ン で き る 高等 な生物 ま で 、 進化す る よ う

に 順 に レ ベ ル を 高 め て い く こ と が で き る の で す 。

人間の機械的な動きにっい ては 、  近年、 二足歩行

など飛躍的な進歩が見られていますが 、  人間 と ロ

ボ ッ ト と の 言 語 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と な る と 、

現在の ロ ボ ッ ト は き ゎ め て 低 レ ベル と 言 わ ざ る を

得ない状況です 。言語的コ ミ ュ ニケー シ ョ ン 機 能

を一気に人間並みにす る こ と は 、 残 念 な が ら 絶望

的ですが 、単体 と し て構成 し 、バ ラ ン ス を保つて成

長 させれば 、  それな り の言語 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

能 力 で も 違 和 感 な く 、 付 き 合 う こ と が で き ま す 。

だれ も生まれたての赤ん坊に大人のよ う に話す こ

と は 期待 し ま せ ん が 、 成長 と と も に そ れぞれの機

音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケー
ション研究所

中村  哲

能が、  並行して進化 していけば と て も自然に感 じ

る と い う こ と で す 。

2. 心が通う音声言語インタフェ一ス

それでは、次に心が通うロボッ ト とのインタフェー

スにっい て 考 え て み ま し ょ う 。 そ れ に は 、  まず、

人間同士がどのよ う  に意図を伝え てい る か を知 る

必要があ り ます 。図 1に人間が実際の環境で会話

する状況を示します。  意図を伝え る ためには 、  ま

ず 、 声 で言葉 を伝 え な く て は な り ま せ ん 。 声 は 、

言葉以外に も抑揚に よ る強調や感情を伝え ます 。

と は言 え 、 言葉が最 も重要な役割を果た し ます 。

言葉 を 聞 き 取 る た め に は 、 図 に 示 す よ う に 、 雑 音

が あ る 環 境 で 遠 く か ら 聞 こ え る 音 を 聞 き 取 る  (受

音 ) 機 能 、 話 し手の声 を話 し方に よ ら ず聞 き取 る

( 音 声認識 ) 機能 、同じ意図でも ぃろいろな表現が

あ る中で話し手が何を意図してい るのかを理解す

る ( 音声理解 )機能 、内容に応じた適切な動作を

計画する  ( ア ク シ ョ ン 作 成 ) 機 能 、 そ の 発 話 に 応

じた対話をする  ( 対 話 管理 、 音声合成 ) 機 能 、 発

話内容の理解を助け るために顔やジ ェ スチ ャ ーの

情報を利用する  (マルチモーダル統合 )  機能が必

要 と な り ま す 。  さ ら に 、 感 情 に応 じ て 反応 を変 え

る (感性制御)  も必要です。 こ こ ま で で も 、 現 状

の技術ではほとんど人間レベルの性能は達成でき

ていないのですが 、  さ ら に 心 が 通 う と な る と 、  ロ

ボ ッ ト が 利 用 者 と 同 じ 生 活 背 景 、 知 識 を 有 し 、 利

図 1  口 ボ ッ  ト における音声言語イン タフ ェ 一スの処理フロー
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用者の思考パタ ー ン、  価値観を理解し 、  わずかな

言葉から相手の意図を推測して反応する必要があ

り 、  人間同士でもできないぐらぃ困難を極めます。

3. 音声言語コミュニケーション研究所におけ
る研究

表 1 に 、  ロ ボ ッ ト と の 音 声 イ ン 夕 フ ェ ー ス技術

のそれぞれの機能と現状のレベルを簡単にまとめ

ました 。  こ れ を 見 て も ゎ か る よ う に 、 現 在 の 技 術

では 、  話し言葉の音声に対しての認識は残念なが

ら ま だ不十分です 。 それで も 、 現在におけ る人間

型でかっコ ミュニケー シ ョンに重点を置いたロボッ

トの研究は、  特に日本を中心に進められています。

知的ロボッ トの分野では、  まさに日本が世界をリ ー

ド し て お り 、 すべ ての技術が日本にあ る と 言つ て

も過言ではありません。

当研究所では、  音声言語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の

ための要素技術の研究を進めています。  この技術

は 、 音 声 翻訳 のみ な ら ず 、 心 を ロ ボ ッ ト と 通 わ せ

る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 重 要 な コ ア 技 術 と し て 、

発展 させ てい く こ と が 可能です 。 次に 、 当研究所

で現在研究中の技術にっいて簡単に紹介いたし ま

す。

( 1 ) 遠隔発話受音技術 : マ イ ク 口 ホ ン ア レー や 信
号処理技術を用いて雑音や残響のある音環境

で利用者の音声を聞き分けます。

( 2 )発話ス夕イルに元買.健な多言語音声認識 : 口語
調の音声を 、発話のス タ イルに頑健に認識し

ます。 日本語に加え、  英語や中国語の認識も

可能にします。

( 3 ) 音声 ・ 画像統合に よ る発話検出 、認識技術 :
音響信号に加えて、  発話時の顔画像を用いて、

表 1  音声 イ ン タ フ ェ 一 ス技術の現状

項目 状況

多数のマイクロホン素子を利用するマイク口オ、ンアレ

一信号処理、適応フィルターによる雑音抑圧などの研

究。 多数の素子を利用すれば受音性能自体は人間より
優れる場合もある。

受音

協力的な読み上げ音声であれば大語彙でも認識可能だ

が、雜音がある状況での、発声スタイル変形を含む自

発的な話し言葉の場合、 大幅に性能劣化する。

音声中からの音色による粗な情報による大まかな認識

の研究。 対話に生かすレぺルには至つてぃない。

音声認識

感情理解

音声理解
非常に限られた用途でのみ可能。 一般の口ポッ トタス
クに必要な音声、意図理解はこれから。

・対話生成:特定場面なら可能だが、 時々刻々場面が
変わ り 得 る 場合 、 一般の場面には、困難

・音声合成:音質は自然性を培したが、対話における

会話調の音声合成はこれから。

・Action生成:場面に特化したもののみ。音声、ジェス
チャ ー などを統合した形で管理するものはこれから。

Action生成

発話検出を行います。  また、  読唇技術を合わ

せる こ と で 、高雑音環境下の音声認識性能を

改善します。

( 4 ) 発話理解技術 : 発話内容の文章の話題を同定
し、 利用者の意図を理解します。

( 5 ) ア ク シ ョ ン 生 成技術 : 対話ルー ルを自動的に
獲 得 す る こ と に よ り 、  ア ク シ ョ ン 生 成 を 行 い

ま す 。 ア ク シ ョ ン 生 成 と し て は 、 音 声 対 話 の

対話戦略に基づ く 、音声合成用の質問文 、確

認文、 回答文生成を行います。

( 6 ) 音声合成技術 : 言 葉 に よ る イ ン タ フ ェ ー ス の
ア ク シ ョ ン と し て 、  自然性の高い会話音声の

合成を行います。

( 7 ) 音声に同期した顔画像生成技術 : 生 成 さ れ た
音声と同期した自然な発話顔の生成を行いま

す。

ロ ボ ッ ト と の 音 声 イ ン 夕 フ ェ ー ス と し て は 、 発

話内容の理解の部分に加えて、  ア ク シ ョ ン 生 成 、

よ り高精度な音声認識、感情認識、  な ど な ど 、  こ

れからの研究が必要なものばか り といえま し ょ う 。

さ ら に 、 心 を通わせ る ための 、  ロ ボ ッ ト と 利 用 者

の相互理解のためには、  今後、 よ り精力的な研究

が必要になると思われます。

4 .  お わ り に

最 後 に 、 人 間 は ど の よ う な ロ ボ ッ ト を 必 要 と し

て い る の で し ょ う か 。 介 護 ロ ボ ッ ト 、 話 し 相 手 ロ

ボ ッ ト 、 命 令 通 り 動 作 す る ロ ボ ッ ト な ど が 代 表 的

ですが、  こ れ ら は 、  すべて近未来の社会に必要と

な る ものばか り と言えます 。過度な知性が危険で

あ る こ と は 明 ら か で す が 、 現 在 の ロ ボ ッ ト は 人 間

と の イ ン 夕 フ ェ ー ス と い う 意 味 で は ま っ た く 不 十

分で あ り 、  ま さ に 、  これからの研究が必要な分野

である と言えます。
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サ イバー・ローデン ト
一自己保存し自己複製するロボッ  トー

1. 口 ボ ッ  トにとって感情とは
人の感情 を理解 し表現で き る ロ ボ ッ ト を っ く る

こ と は ロ ボ ッ ト 研究の大 き な夢です 。 そ の実現に

向けて 、人間の表情のパ タ ー ン認識の研究や、  ま

ゆや口元を微妙に動かすロボ ッ ト の開発 も進んで

います。  しかし人間の感情認知や表現の規則を同

定 し 、 そ れ を 忠 実 に プ ロ グ ラ ム 化 す る こ と に よ っ

て 、 人 と 同 じ 感 情 を 持 つ ロ ボ ッ ト が で き る で し ょ

う か ?  私たちは感情と言えば 、  まず人々の多彩

な表情や声色 、 あ る いは胸がジー ン と す る よ う な

主観的な体験を思い浮かべますが、  感情とは人生

を 複 雑 で ド ラ マ テ ィ ッ ク な も の に す る た め に 人 間

に与えられた特権なのでし ょ う か ?

よ り 生 物 学 的 観 点 か ら は 、 感 情 と ぃ う も の は 、

生物の生物たるべき基本条件である 、  自己保存と

自己複製とい う性質を満たすための適応機構とし

て 捉 る こ と が で き ま す 。 飢 え 、 渇 き 、 痛 み な ど の

強い感情を伴う感覚は個体の自己保存を促し、  性

欲、  愛情や悲哀は遺伝子を共有す る個体 を増や し

保護する結果を生みます。  人間界には社会的認知

や金銭欲、好奇心や冒険心など、  よ り 高次な欲求

や感情が渦巻いていますが 、  こ れ ら も 元 を た だ せ

ば自己保存と自己複製に根ざした基本的な欲求や

感情から派生した もの とみ る こ と がで き ます 。

2. ネズミ型口ボット群 : サイバー ・口一デント
そ こ で 私 た ち は 、  自己保存 と 自己複製 と い う 、

生物と同じ普遍的な要請のも とで学習し進化する

ロボット群、C y b e r R o d e n t (サイバー ・ ロー デ ン ト )

を開発し ま し た  ( 図 1 ) 。 ロー デ ン ト と は ネ ズ ミ な

図 1  サ イバー ・ 口一デ ン ト と 電 池 パ ッ ク

12 ATR Journa1 49号 SPRING 2003

人間情報科学研究所

銅谷  賢治 *

*科学技術振興事業団 cR EsT 「脳を創る」 研究チーム代表

ど審歯類の総称であ  り 、  その情動行動と月凶機構に

関しては 、実験心理学から神経回路 、遺伝子まで

多くの研究の蓄積があります。  目 標 は ラ ッ ト や マ

ウ ス と 同 じ環境での行動実験に使え る も ので し た

が 、  現モデルは技術的な理由で体長 2 2 c m 、  体 重

1.5 k g ほ どで 、 ネズ ミ と し てはち ょ っ と大 きめです 。

自己保存の条件は 、電池パッ ク を探索して自己

充電す る こ と で実現 され ます 。  自己複製をハー ド

ウェアで実現するこ とは難しぃのですが、同一ハー

ド ウ ェ ア の 個 体間 で プ ロ グ ラ ム を コ ピー し 合 う こ

と に よ り 、  ソフ ト的な複製が可能です。

サ イ バー ・ ローデ ン ト は 、 感 覚 系 と し て は 広 視

野 カ メ ラ 、 前 方 距 離 セ ン サ 、 体 の 周 囲 の 赤 外 近 接

センサ、  ジ ャ イ ロ と 加速度セ ンサ を持 ち 、 運動系

と しては 2輪のモ一 夕 一 と 、 電 池 パ ッ ク を 捉 え る

電磁 ラ ッ チ機構 を持つてい ます ( 図 2 ) 。 そ の 脳 に

あ た る C P U に は sH-4 R Isc チ ッ プ と 画 像 処 理 用
F P G Aを備え、通信系としては 3色 L E D 、スピー カ、

ステレオマイク 、  プログラム交配用の赤外通信ポー

ト を持ち 、  オ ン ボー ド での行動制御と学習 、進化

が可能です。  さ ら に 開 発 用 Pc と の接続用の無線
L A N と U S B の ポー ト を 持 ち 、 Pc上では実際のセ
ンサやモー タ ーの特性 を模 し た シ ミ ュ レー シ ョ ン

が可能です。

赤外通信ポー ト スピ一力 マイク 3色LED

図 2  サイバー ・ ローデ ン ト の メ カ 構 成



3. サイバー ・口一デントの学習と進化

人の行動や性格がど こ ま で遺伝的に支配 され 、

どれだけ環境に応じた学習で変化するのかはよ く

議論される点です 。  しかし学習の可能性は遺伝的

な特性に依存し、  また遺伝子も学習の結果次第で

選択を受けるという相互依存の関係にあります。サ

イ バー ・ ローデ ン ト は 、 学 習 と 進 化 の協調機構 を

調べるためにも う ってっけの実験系です。  も ち ろ

ん、  非常に多数の個体が長い年月をかけて行つた

進化を実験室で再現するのは容易ではありません

が 、 計 算 機 シ ミ ュ レー シ ョ ン を う ま く 組 み 合 わ せ

る こ と に よ り 、 脳 と 行 動 の 進 化 の 片 鱗 を う か が う

ことは可能です。

こ こで 、電池パッ クの捕獲行動の学習と 、学習系

の進化の実験にっいて紹介 し ま し よ う 。 サ イ バー ・

ロー デ ン ト は 、  フ イ ー ル ド 内 に ラ ン ダ ム に 置 か れ

た電池パックを捕獲し充電すると報酬を受けます。

各個体は、  視覚センサや近接センサの入力に応じ

て、  ど う ぃ う 出 力 指令 を モー タ ーに 送 る と よ り 確

実に報酬が得 られ る か を 、  初 め は ラ ン ダ ム に い ろ

いろな出力を試しながら学習します。

各 個 体 の 学 習 の 性 能 は 、 探 索 の ラ ン ダ ム さ や 、

一回の経験でどれだけ記憶を書 き換え るか と い う

学習の速度係数に依存します。  学習の進み方を決

め る こ う し た パ ラ メ ー タ は 、 個 体 ご と に 「遺伝子」
によって決められています 。  一定の学習期間の後、

各個体がどれだけ電池パ ッ ク を獲得 したかに応 じ

て 「適応度」 を計 り 、 適応度の高い ものほ ど次の
世代に多く遺伝子を残す、  と い う こ と を 繰 り 返 す

と ど う な る で し ょ う か ?  学習期間の長さや電池

パ ッ ク の 分布密度 を変 え て学習 と 進化 シ ミ ュ レー

シ ョ ン を 行 つ た 結 果 、 行 動 の ラ ン ダ ム さ や 記 憶 の

書き換えのスピー ドが 、  異なる環境の特性に応じ

て選択 さ れ て い ま し た 。  そして進化の結果得られ

た学習系の特性は、実際のハー ド ウ ェ ア 実 験 で も

良好な学習特性を示しました  (図 3 ) 。

図 3  電池パック捕獲行動の学習実験

4. サイバー ・ 口一デントから心の理解へ
こ の よ う な ロ ボ ッ ト が 近 い 将 来 、 お 掃 除 ロ ボ ッ

ト や 介 護 ロ ボ ッ ト と し て 役 に 立 つ 、  と い う 目 算 は

特にあ りません。  ロ ボ ッ ト が 自分で学習 し進化す

る 姿 を 、 盆 栽 を 育 て る よ う に 楽 し め る マ ニ ア は 現

れ る か も し れ ま せ ん が 。 サ イ バー ・ ロ ーデ ン ト で

われわれが目指してい るのは 、  人間を含む生物の

「心」、 「感情」 と いった ものがいかに進化し機能し
て い る の か を理解す る こ と で す 。  それは長い目で

見れば 、人の心を理解する ロボ ッ ト 開発の基盤を

与え る も の に な る で し ょ う 。

単に人間にプ ロ グ ラ ム さ れ た通 り に正確に動 く

べ き ロ ボ ッ ト に は 、 感 情 の よ う な も の を 持つ可能

性も必然性もあ り ません 。  ロ ボ ッ ト が 自 ら 高 度 な

学習機能を持ち、  その成否によって自らの電源が

切 ら れ る か ど う か 、  あるいは同モデルの生産が打

ち切 られ るかど う か とい う瀬戸際に立た された時 、

初め て ロ ボ ッ ト 自 身 に感情の よ う な も の が芽生 え

る可能性が現れるのではないでし ょ うか 。

今後 、 全 て の 知 能 ロ ボ ッ ト が 無 線 イ ン 夕 一 ネ ッ

ト 接 続 さ れ る のは必至です 。 その イ ン夕一ネ ッ ト

直結状態の脳では、  テレパシー、 脳 移 植 、  ク ロー

ニ ン グ な ど 、  生身の人間では技術的にも倫理的に

も 不 可能 な こ と が 容易に可能に な る で し ょ う 。 そ

の よ う な 条 件 下 の ロ ボ ッ ト が ど ん な 新 し い 可 能 性

を持ち、  また危険性を持ち得るのか、単に sF 的思
考実験ではな く 現実的に評価す る こ と も 、  われわ

れ研究者の重要な使命でしょ う 。
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「A T R パー ト ナ一制度」 は、  当社が実施する研究活動に対して、  多 く の関連する企業様に積極的に参加

し ていただ く こ と に よ り 、 成果展開までを視野に入れた研究活動を 、  さ ら に 活 性 化 さ せ る こ と を 目 的 と し

て平成1 4年度 ( 2 0 0 2年度 )  ょ り発足いたしました 。

この制度では、参加を希望される企業様は、  ま ず 、 パー ト ナー と し て 登 録 し て い た だ く こ と に な り ま す 。

参加していただいた企業様は、  公的資金あるいはAT Rの独自資金による研究活動や研究成果の展開活動に

参加する権利、  および研究活動を通じて得られた知的財産権の実施にっい て 優 先 的 な 権 利 を 得 る こ と が で

き ます 。 ま た 、  この制度におきましては 、研究活動のはじめから参加登録していただぃた企業様が、技術

移転、  研究成果の展開活動への参加などにっい て 、  後から参加する企業様と比べて有利となる仕組みとなっ

てお り ます 。

平成 1 4 年度には 、 2 7 社の企業様が 、それぞれの得意分野プロジ ェ ク ト に応募 されま した 。 こ のたび 、平

成1 5年度会員を募集いたします。  是非 、  設立の主旨をご理解いただきまして 、  ご入会していただき ます ょ

うお願い申し上げます。

「ATRパー ト ナ一制度」 の平成  l 5 年度入会のご案内
一 技術 リエソン会員  ( T L会員 )  の追加一

〈
-
．-

技

，
ぺンイジ

実用化共同研究

[成果展開部門]

技 術 リ ェ ソ ン セ ン タ  酒見  弘人

事
メ リ ッ ト

l 公開前の特許実施許諾等の優先的技術移転

知的財産権等の技術移転費からの割引

成果展開活動への優先的参加

成果展開活動の立ち上げへの要望

技術移転・成果展開活動に資する要望

-
/

[研究開発部門]

プログラムA -[ ;:;:;1:2
プログ ー ム B .j プロシ'ク ト b・
フ プロジ・ク ト・2

知的財産権等に関する情報の公開前優先入手

研究員の派適

研究の進め方についての要望

新規プロジェクトの策定についての要望

また 、  この制度に付帯して 、  平成 1 5年度よ  り 新

規 に 「技 術 リ ェ ソ ' ン 会員」 ( T L会員 )  も募集する
こ と に な り ま し た 。  T L会員は、会員に加入登録す

れば 、 A T R に帰属する知的財産権等 ( 特許 ・ 著作

物や学術論文等)  に関す る情報を優先的に得 る こ

と が で き 、 か っ 、 早期に技術移転の機会を得 る こ

と がで き ます 。

なお、  詳し く は ホームペー ジ

(http://www.atr.c o . j p / )でご案内しております。

A T R は 、  電気通信分野における基礎的 ・ 独創的

研究を 「通信 ・ 放送機構」 ( T A〇 )等の協力のもと
に進めております 。研究成果は、必ずや皆様のお

役に立つもの と確信してお り ます 。是非 、  ご参加

く だ さ ぃ ま す ょ う 、  よろ し く ぉ願い申し上げます 。
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登録

技術リ ェ ソン会員 ( T  L会員) の追加
T L会員追加の趣旨

パー トナ一制度を充実、研究成果の情報発信機能を強化
技術リェゾン活動の総合的・統一的展開・研究成果を幅広く技術移転 (情報開示、技術相談、 ライセンス契約)
T L会員の骨子

会員一①一般T L会員 (企業会員) :年会費 1 0 万円
(但し、  「パー トナー」 ・株主は、無料登録が可能)
②特別T L会員(非企業会員) 年会費 5万円

特典一①A T R研究成果の早期情報提供
②A T R研究成果の早期技術移転

<注>ライセンス契約の割引、実用化共同研究の実施やジョイントぺンチャー

の立上げ等に関する優遇・・・別途 「パー トナ一登録」 が必要
想定スケジュ ー ル
①H15年度の加入登録案内 : H 1 5 年 3 月 ̃ 6 月
②情報提供などの本格スタ ー ト : H 1 5 年 4 月



特許紹介

$注日特許$
企画部 知的所有権管理担当

荒木 晃司

日本特許第2996952号 「学習制御方法および学習制御装置」
出願日 : 1 9 9 8 年 7月 1 7 日
発明者 : 川人光男 ダ=工ルウ ォルパー ト 春野雅彦
[発明の概要]

この発明は、  非線形性や非定常性などを有する制御対象を、  学習によ り日標 とす る時間軌道に沿つて制

御する学習制御方法を提案しています。  運動指令が与えられた と き 、  制御対象の状態を予測する順モデル

と運動指令を推定する逆モデルとを対として設けた制御モジュールを有し、  推定した状態予測と実際の状

態とを比較して順モデルの予測誤差を計算し、  その予測誤差の良好な順モデルに大きな責任信号を与える

と共に 、  この責任信号で重み付けして逆モデルからの出力を線形加算した前向き運動信号とフイ ー ド バ ッ

ク運動指令信号とを加算して制御対象を制御する制御信号を作つています。

[期待される効果]

この発明は、動 く物体のすべてに利用できます。身の周りの多 くの製品、器具、中でもェレベー タ 、  ロ

ボ ッ ト 、  自動車のェ ン ジ ンやブ レーキなどは好適な適用対象になります。例えばェレベー タ な ら 、 動 き は

じめと止まる ときに通常急激な加速度が発生しますが、  この技術を採用すれば、  加速度は人体に感じない

程度に穏やかに な り 、 オ ーバー シュー ト も な く滑 らかな動きが保証されます 。 また車の場合には 、ブレー

キによる制動や道路の凹凸などの外乱があっても、  それらに影響されない良い乗り心地が保証されます。

日本特許第319 0 9 0 9号  「知能口ボッ  ト」
出願日 : 1 9 9 9年 1 0月 2 9日
発明者 : 坂本彰司 岡田美智男

[発明の概要]

こ の発明は 、感情表現がで き る よ う に し た知能 ロボ ッ ト を 提供す る も のです 。 ロ ボ ッ ト の表面に多数の

接触センサー を 配す る と 共 に外部 を撮影す る カ メ ラ を 内蔵 し て お り 、 セ ン サーに接触された場合 とか 、  カ

メ ラ で人物を認識した り し た場合に 、 その触 られた個所 とか 、認識 した人物に応じて 、首を縦振 り し た り 、

横振りした りして好き嫌いの感情を表現します。

[期待される効果]

この発明によれば 、  首の縦振り 、横振りの動作で好き嫌いの表現ができますので、  簡単な構成であるに

も 拘 わ ら ず 、 ぺ ッ ト ロ ボ ッ ト や 癒 し 系の ロ ボ ッ ト と し て 実用化が期待で き ま す 。

米国特許公開US2 0 0 2 / 0 1 9 8 6 2 6A 1  (登録手続中) 「コ ミュニケーション口ボッ  ト」
出願日 : 2 0 0 1年 6月 2 1日
発明者 : 今井倫太 石黒  浩 小野哲雄 前田武志 神田崇行

[発明の概要]

こ の 発 明 は 、 人 と 人 と の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に 似 た コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 得 よ う と す る ロ ボ ッ ト を 提 案

しています。  ロ ボ ッ ト 本体には肩関節を介 して取 り付け られた可動腕 と 、  首関節を介して取 り付け られた

頭部 と 、  声を発するスピー カ と が 設 け ら れ て い て 、  スピー カから人に対して何かの行為を要求する声を発

し た り 、  可動腕や頭部を動かして人に行為を促す動作を行ないます。

[期待される効果 ]

この発明によれば、  ロ ボ ッ ト か ら 人 に 対 し て コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン す る よ う に 働 き 掛 け す る こ と が で き ま

す。例えば可動腕を広げて 「ダ ッ コ し て」 と発声した り 、頭部を斜め上方向にまげて 「キ ス し て」 と発声
し て ロ ボ ッ ト 側 か ら 人 に コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン し よ う と 働 き 掛 け ま す の で 、 人 と ロ ボ ッ ト と の 間 で も 人 間 同

士 の よ う な コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンが得 られます 。

〇

〇

〇

〇
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音声言語コミュニケ ーショ ン研究所

音声言語コ ミ ュニケー シ ョ ン研究所は、  音声翻訳研究の国際的な研究協力の枠組である音声翻訳国際研

究 コ ン ソー シアムC-STAR  I I I  (the Consortium for Speech Translation Advanced Research) を主導し、  国際的な

協 調 の も と 、  多言語音声翻訳の研究を行な ってお り ます 。 本 コ ン ソ ー シ ア ム に は 、 現 在 、 米cM U 、 伊
I Tc/IRsT 、 独 ヵールスルーエ大、韓ET R I 、  中CA S 、仏C L I Psが参加しております。現在、  コ ン ソー シアム
のパー ト ナーがお互いに協調して音声翻訳研究が進められる よ うに 、  同 じ タ ス ク に関す る多言語 コーパス

を共同で作成し、  多言語間の翻訳を可能にする と と もに 、  お互いの研究成果を比較議論できる体制作りを

計画してきました。従来、A T Rが作成した約 1 6万文の旅行会話の日英対訳コーパ ス を 、 それぞれのパー ト

ナーがこの対訳コーパスの英語部分から母国語もし くはパー ト ナーが必要とする言語に翻訳する作業を進

めてき ま したが 、幾つかの言語にっいては翻訳作業が終了しました 。今般、 A T Rはパー ト ナーが こ の コー
パスの最新版に容易にア クセ スで き る よ う に 、 A T R 内に多言語コーパスサ イ ト を立ち上げま し た 。すべて

の言語が揃うと 、音声翻訳のための最大規模の多言語コーパスが構築できます。  こ の コーパスは多数の言

語間で文単位で対応が と られている とい う極めて貴重な研究資源 とな り ます 。  こ れ か ら も 、 本 多言語 コー

パスを最大限活用してパー ト ナー と協力しながら 、音声翻訳研究を推進していきます 。

C-STAR川の参加機関

人間情報科学研究所

C-STAR  IIIの多言語コーパスサイトを立ち上げ

C- STAR会議の様子 ( 平成 1 4 年 1 2 月

音声言語学習機構プロジェク  ト では 、  主に外国語の音声言語習得の研究を行つています。  そして研究を

進めるために作成しているシステムが A T R  C A L L ( A T R  Computer Assisted Language Learning S y s t em )です。

児童から高齢者まで幅広い年齢の方々を対象とした外国語学習実験システムで、  学校内LA N環境での使用

に も 対応 し て い ます 。 そ こ で 、  このシステムの一部を C D-R 〇 M付 き書籍 と し て出版 し た り 、  イ ン タ ー ネ ッ
ト上に学習用のw e bペー ジを公開するなど、  一般の方の語学学習にも役立てていただぃています。

■ATR  CALL (英語学習システム) の展示
●全国マルチメディア祭2 0 0 2 i nおかやま (総務省ブース)

平成 1 4 年 ( 2 0 0 2 年 )  1 1月 1 5 -1 7日に倉敷市で開催さ
れ た 「全国マルチメデ ィア祭 i n おかやま」 の総務省ブー
ス に A T R  C A L Lを出展しました。来場者が1 1万人を越

す とい う大盛況の中 、 W e b 版 A T R  C A L L を用い 、 1 2 台

の ク ラ イ ァ ン ト マ シ ン に て 、 英 語 の 音 の き き と り 、  リ ズ

ム知覚、単語学習などを体験していただきました 。子供

から高齢の方まで多 くの方がチャレンジ して くだ さいま

した。

◇◇AT R  C A L L とは◇◇

【 マ ルチ メデ ィ ア禁 i n おかやま A T R  CALL展示ブー ス
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知能口ボティクス研究所

ATR CALL Pocket P C版

● けいはんなぺンチャーフェア2 0 0 3

平成 1 5年  ( 2003年)  2 月 1 2 日に 、  け ぃ はんなプ ラ ザで開催 された  「け ぃ は ん な べ ン チ ャ ー フェア 2 0 0 3」
での技術展示会にAT R  C A L L を出展しました 。  来場者数は100 0人を超え、 技術展示会には約50 0名が訪れ

ました。  ATR  C A L L では C D-R〇MやPo c k e t  P Cのシステムを展示しましたが、  特にWind ow sCE上で動作す
るPocke t  Pc版に注目される方が多かったよ うです。

■ATR  CALL を用いたセミナー

● Super  Science Seminar (http://wwwitblpg.apr.jaeri.go.jp/itblpg/)

セ ミ ナー の風景

〇

〇

〇

〇

知能口ボティ  ク ス研究所のご紹介

知能ロポティ クス研究所はA T Rでは五番目の研究所として 、  平成 1 4年  (2002年) 1 0 月 1日に開所しまし

た 。人間 と ロ ボ ッ ト が共存す る社会の実現を目指 し 、 人 と コ ミ ュ ニ

ケー シ ョ ン を円滑にす るパー ト ナ ー ・ ロ ボ ッ ト と し て 、  人型ロボ ッ

ト で あ る R o b o v i e ( ロ ボ ビー ) 、 人 工 物 ロ ボ ッ ト  (ム ー ソ シ ア ) 、 ぬ

い ぐ る み ロ ボ ッ ト な ど を 開発 し て い ま す 。  また、  こ れ ま で の ロ ボ ッ

ト の概念を拡張して 、パー ト ナ ー ・ ロ ボ ッ ト と 環境に埋め込まれた

セ ン サ や ウェア ラ ブ ル ・ センサの情報を統合する こ と に よ って 、  日
常活動の手助けをする新しぃロボッ ト環境 ( 「ネ ッ ト ヮー ク ・ ロ ボ ッ

ト」 と呼ぶ )  の研究も、  メ デ ィ ア情報科学研究所 と も連携して進め
ています。  さ らに 、医療機関と連携して、看護師の医療行為履歴を

記録 ・ 分析 し 、  ヒ ヤ リ ハ ツ ト 防 止 な ど に役立 て る 知識 を 構築す る

Eーナ イ チ ン ゲール ・ プ ロ ジ ェ ク ト な ど を 進め てい ます 。
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ATR CALLの画面】

日本原子力研究所 計算科学技術推進

セ ン ター ( け ぃはんな学研都市 )では、

Super Science Seminar (S -cube) と呼ば
れる中高生を対象と した先端科学体験

セ ミ ナー を平成1 4年 ( 2 0 0 2年 )  1 0月よ

り平日放課後に定期的に開催されてい

ます。 そのシ リ ーズの1 2回目  (平成15

年 2月 1 2 日 )  に 「言葉の不思議 コン
ピュ ー タ を使つた英語学習法一」 と い
う題名で、 A T R C A L L を用いたセミナー

を 行 い ま し た 。 中 学 ・ 高校の行事と重

な っ た た め 、  参加者は小学生が中心で

したが、  音声分析などの体験によるこ とばの仕組みの学習と 、  A T R  cA L Lを使つた英語学習を体験していた
だきま した 。英語を全 く学習した こ とのない子供たち も 、  ド リ ル 形式で問題 ( 音 声 ) が 出題 され 、 成績が上

昇してい くのが一目でわかる A T R C A L L にすっか り  「はまって」 いました 。

■ATR  CALLのオンライン ID販売中

英語音韻 ( R と L 、 B と V 、 S と T H 、 母音の区別 )  の リ スニング学習をW e b ブ ラ ウザを使用し 、  オ ン ラ イ ン

で実施していただけます。  I D 使用料は 3ケ 月1000円で、 講談社B〇〇K倶楽部にて販売中です。

(http://www .bookclu b.kodansha.co.jp/books/bluebacks/atrcal1.html)
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平成 1 4 年 7 月  1日から平成 1 5年 3月 3 1  日までの採用および退職は以下のとおりです。

採用年月日 ATR所属 氏 名 出 向 元 等

2 0 0 2 . 7 . 1

2 0 0 2 . 7 . 1

2002 . 7. 1

2002 .7. 1

2 0 0 2 . 7 . 1

2 0 0 2 . 7 . 1

2 0 0 2 . 7 . 1

2 0 0 2 . 7 . 1

2 0 0 2 . 7 . 8

2 0 0 2 . 7 . 8

2002 . 7 . 1 5

2002. 7. 23

2 0 0 2 . 8 . 1

2 0 0 2 . 8 . 1

2 0 0 2 . 8 . 1

2002 . 8 . 1

2 0 0 2 . 8 . 1 5

2 0 0 2 . 9 . 1

2 0 0 2 . 9 . 1

2 0 0 2 . 9 . 1

2 0 0 2 . 9 . 1 8

2002 . 9. 25

2002. 1 0 . 1

2002 .10. 1

2 0 0 2 . 1 0 . 1

2 0 0 2 . 1 0 . 1

2002 . 1 0 . 1

2 0 0 2 . 1 0 . 1

2002 . 1 0 . 1

2002 . 1 0 . 1

2 0 0 2 . 1 0 . 1

2002. 1 0 . 1

2002. 1 0 . 1

2 0 0 2 . 1 0 . 7

2 0 0 2 . 1 0 . 1 5

2 0 0 2 . 1 0 . 2 2

2002 . 10 . 23

2002 . 1 0 . 2 4

2002 .11 . 1

2 0 0 2 . 1 1 . 1

2 0 0 2 . 1 1 . 1

2 0 0 2 . 1 1 . 1

2 0 0 2 . 1 2 . 1

2 0 0 3 . 2 . 1

2 0 0 3 . 2 . 1

2 0 0 3 . 2 . 1

2 0 0 3 . 2 . 1

2003 . 2 . 14

退職年月日

音声言語コ ミ ュニケー シ ョ ン  研究員

音声言語コ ミ ュニケー シ ョ ン  研究員

適応コ ミュニケーシ ョン研究所  第一研究室長

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン研究所  研究員

人間情報科学研究所 研究員

人間情報科学研究所 研究員

知能ロボテ ィ ク ス研究所  第一研究室長

知能ロボテ ィ ク ス研究所  研究員

適応コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン研究所  研究員

人間情報科学研究所 研究員

人間情報科学研究所 研究員

メ デ ィ ア情報科学研究所  研究員

音声言語コ ミ ュニケー シ ョ ン  研究員

音声言語コ ミ ュニケー シ ョ ン  研究員

音声言語コ ミ ュニケー シ ョ ン  研究員

人間情報科学研究所 研究員

人間情報科学研究所 研究員

音声言語コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン  研究員

人間情報科学研究所 研究員

メ デ イア情報科学研究所  研究員

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン研究所  研究員

人間情報科学研究所 研究員

音声言語コ ミュニケー シ ョ ン  研究員

音声言語コ ミ ュニケー シ ョ ン  研究員

音声言語コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン  研究員

音声言語コ ミ ュニケー シ ョ ン  研究員

人間情報科学研究所 研究員

メデイア情報科学研究所  研究員

メデイア情報科学研究所  研究員

メデ イア情報科学研究所  研究員

メ デ イア情報科学研究所  研究員

メデ ィア情報科学研究所  研究員

知能ロボテ ィ ク ス研究所  主任研究員

人間情報科学研究所 研究員

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン研究所  研究員

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン研究所  研究員

人間情報科学研究所 研究員

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン研究所  研究員

企画部  担当部長/技術リ ェゾンセン夕担当部長

経理部

人間情報科学研究所 研究員

メデ イア情報科学研究所  研究員

人間情報科学研究所 研究員

適応コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン研究所  研究員

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン研究所  技術員

メデ ィア情報科学研究所  研究員

技術 リ ェ ゾ ン セ ン夕  次長

人間情報科学研究所 研究員
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HANNA,Bre t t

須佐見意史

多田順次

GURBUZ ,S ab r i

NTT

徳島大学

KDD I

シャ ープ

sP I総合計画工業株式会社
Yonsei University
NTT

和歌山大学

豊田工業大学

Toyoya CentralResearch and D eve1opmentLabs

順天堂大学医学部第一生理

NationalUniversity o f  Singapore

名古屋大学

東京大学

ソニ一株式会社

会津大学コンピュ一夕理工学研究科

追手門大学

三洋電機株式会社

住友電気工業(本第

ETH Zurich

Jozef Stefan Institute

長岡技術科学大学

北陸先端科学技術大学院大学

徳島大学

束京大学

京都大学大学院情報学研究科

CSK

通信放送機構

通信放送機構

University of  Glasgow

University o f  Cali fornia
NTT

Institut Nationaldes Telecommunications

村田製作所

University of  Shef f ie ld

ENST (CNRS ,Pa r i s )

Institut Nationaldes Telecommunications

三菱電機

NTT

CRL

University of Hong Kong

パ リ 第 3 大 学

三菱電機

Grif f i th University

通信放送機構

シャ ープ

Clemson University

転 出 先  l 氏 名  A T R所属

2002 . 7 . 2 3

2 0 0 2 . 7 . 3 1

2002 . 8 . 1 4

2002 . 9 . 3 0

NH K  西脇正通  音声言語コ ミ ュニケーシ ョン研究所

松下通信工業 (後名称変更あり、現在パナソニ ツ ク モ バ イ ル コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ズ )l 程俊 ( C H E N G , J u n )  l 適応 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン研究所
Ins l i l u te forNeura l computation YA〇,Kaisheng 音声言語コ ミ ュ ニケー シ ョ ン研究所

旭化成 谷智洋  音声言語コ ミ ュニケー シ ョン研究所
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受 賞 等

愛知県立大学

NTT

文部科学省統計計算開発セン夕一

NationalUniversity o f  Singapore

さ く ら ケ ー ・ シ ー ・ エス

浜 松 ホ ト ニ ク ス

三菱電機

NTT

NTT

NTT

NTT

エーア イ

長崎純心大学

デ ン ソー

NTT

NTT

M ア ド バ ン ス テ ク ノ ロ ジ

沖電気工業

M ア ド バ ン ス テ ク ノ ロ ジ

NTT

Jozef Stefan Institute

順天堂大学医学部第一生理

Universityof British Columbia

京都大学大学院情報学研

ナナオ

イ ー ・エー ・ユ一株式会社

情報科学芸術大学院大学

情報科学芸術大学院大

奈良先端科学技術大学院大

陸 金 林  ( 金森康和

木挽真

松井知子

上田達也

deS「LVA,Gamhewage

桐本直樹

安藤太郎

橋口正哉

若嶋和政

西 田 義 一

泉田浩志

熊谷真

吉田大介

金城由美子

浅見克志

斎 藤 茂

種田和正

堀沢伸吾

門 洋 一イ中村周一

安藤篤也

UD E. Ales

R〇THWELL,Amanda

COE,Brian

E.V.Bateson

角康之

出山敦祥

中尾惠子

S〇MMERER,Cr is ta

MIGN〇NNEAU,Laurent

野口広彰

音声言語コ ミ ュ ニ ケーシ ョ  ン研究所

経理部

音声言語コ ミ ュニケー シ ョン研究所

人間情報科学研究所

メ デ ィ ア情報科学研究所

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン研究所

適応 コ ミ ュ ニ ケー ション研究所

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン研究所

経理部会計 - 資金担当
経理部収支 - 購買担当
企画部

企画部

技術 リェゾ ン セ ン タ
音声言語コ ミ ュニケー シ ョン研究所

音声言語コ ミ ュニケー シ ョン研究所

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン研究所

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン研究所

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン研究所

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 研究所

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 研究所

適応コ ミ ュ ニケー シ ョ ン研究所

人間情報科学研究所

人間情報科学研究所

人間情報科学研究所

人間情報科学研究所

メデ ィア情報科学研究所

メデイア情報科学研究所

メデイア情報科学研究所

メデイア情報科学研究所

メ デ ィ ア情報科学研究所

メ デ ィ ア情報科学研究所

年 月 学 会 ・ 賞 名 等 受 賞 者 受 賞 対 象

大須 理英子
Etienne Burdet

David W.Frank l in

Theodore E .M i l n e r

「中枢神経は最適なイ  ンピー ダ ン ス を
学習し巧みに不安定な環境を安定化さ

せ る」
2 0 0 2 / 9 / 2 0

日本神経回路学会

「日本神経回路学会研究賞」

2 0 0 2 / 9 / 2 0
日本神経回路学会

「奨励賞」 仁科  繁明
「奧行き補完の時空間特性の理論的解

析」

2 0 0 2 / 1 0 / 2 3
情報技術フ  ォ ー ラム推進委員会

「FIT論文賞」
下 畑  光夫

隅田  英 一 郎
「用例翻訳のための同義表現同定」

人工生命 と ロ ボ テ ィ ッ ク ス 分 野 で の優

れた研究活動

Intemat ionalSymposium on  Art i f i c ia lL i fe

and Robot ics (AR〇B)

AROB Academic Achievement Award

社団法人 情報処理学会

「イ ン タ ラ ク シ ョ ン 2 0 0 3
べ ス ト イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ 発 表 賞」

2 0 0 3 / 1 / 2 5 下原  勝意

吉田  俊 介

柿田  充弘

野間  春生

鉄 谷  信二

「Proactive Desk :力覚提示が可能なデス
ク ト ッ プ操作環境」

「屋内マルチパス環境における ェ ス パ
アンテナ適応動作の基礎検討」
「 エ ス パ ア ン テ ナ の リ ア ク タ ン ス ド メ

インによる空間相関の提案」

2 0 0 3 / 2 / 2 8

2 0 0 3 / 3 / 2 0
電子情報通信学会

「学術奨励賞」
平田  明史

※詳細にっいては  http://www.atr.co.jp/Journa1/index.htm1 を参照願います。

〇

〇

〇

〇
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編集後記

2 0 0 3年 4月 7日が、  鉄腕 ア ト ム の 誕生日だ と ぃ う こ と で 、  これ まではあま り興

味が無かった人 も含めて ロボ ッ ト への関心が高 く な っ てい ます 。  特に、  4 0年前

にテレビの前に座り込んで目を輝かせながら鉄腕ア トムを見ていた世代と 、失わ

れ た 1 0 年 以 降 の 元 気 の 無 い 日 本 を 何 と か し た い と 社 会 の 中 心 で 頑 張 つ て い る

( 悩 んでいる )  世代が重なるためか、  ロ ボ ッ  ト技術に対する熱い期待は産官学あ

げての凄い勢いです。

言 う ま で も な く 、 今 、 注 目 さ れ て い る ロ ボ ッ ト は 、  これまで日本が世界を席巻

した工業用ロボ ッ トではな く 、人間に近い身体と知能を持つた自立ロボ ッ トがそ

の対象です。 いよい よ 、 A T R の出番です 。事実 、  こ の と こ ろ様々な方面か ら ロ

ボッ ト技術に関して A T R に声がかかっています 。  A T Rが創立以来推進してきた、

人間科学、視聴覚技術、  コ ミ ュ ニ ケー ション科学等に関する研究の成果は、  ど れ

も 、知能ロボッ トの実現に必須な技術です。社会で本当に役に立つロボッ トを実

現するためには 、  ま だ ま だ 、 技 術的に も 道 の り は 長 い よ う に 思 い ま す が 、 A T R

は必ずや大きな貢献ができると考えています。

AT Rから天馬博士、  御茶ノ水博士が出る予感がします。

企画部 西田安秀

編 集 長 : 西田
編 集 委 員 : 泉田

高橋

編 集 ス 夕 ツ フ : 岡留

安秀

浩志、岡留 剛 、 門 田  牧子、熊谷

真知、宮本 安隆 、吉原  齋、若井

剛 、 門 田  牧子、高橋  真知 、宮本

真 、酒見

浩

安 隆

弘人、

ATR J o u r n a l第4 9号  2 0 0 3年 4月 1日発行
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〒 6 1 9-0288
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(京都府相楽郡精華町)
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ご購読をご希望の方は、  (財) 日本学会事務セン夕一 o-pub1@bcasj.or.jpへお申込み下さい。
本誌記事の無断転載を禁じます。

〇2003 (株 )国際電気通信基礎技術研究所



国際電気通信基礎技術研究所のご紹介

国際電気通信基礎技術研究所は電気通信分野に

おける基礎的 ・独創的研究の一大拠点と して内外

に 開 か れ た 研 究 所 を 設 立 す る 構 想 の も と に 産 ・

学 ・ 官の幅広いご支援をいただき昭和 6 1 年  (1986

年 ) 3 月に設立いた し ま し た 。

大阪市内での 3年間の暫定研究所を経て、  平成

元年 ( 1 9 8 9年)  4月関西文化学術研究都市の中核

的施設として本研究所を開所いたしました。

発足以来、基盤技術研究促進センタ ー ( K Tc) お
よび多くの民間企業から各研究開発会社への出資

に支えられて研究活動を行つてきました。

平成 1 3 年度  ( 2 0 0 1年度)  下期からは通信 ・放送

機構 ( T A〇 )に新設された通信 ・放送基盤技術に関す

る試験研究の促進制度に基づく委託研究等により

研究資金を得て、  2 1世紀を拓く電気通信分野の基

礎的独創的研究開発を積極的に推進しています。

民
間
企
業
等

ATR

研究プ口シェクト- 音声言語コミュニケーション研究所
n 天. 適応コミュニケーション研究所研九委託

人 間 情 報 科 学 研 究 所

メ デ ィ ア 情 報 科 学 研 究 所

知 能 口 ポ テ ィ ク ス 研 究 所

論文

発表

官

◆成果
- 1 、、・ 1 、

1

特 許 1 ソフトウェア データペース

AT R ホームページ

http:// w ww.atr.co.jp

お役に立つ様々な情報を公開しています。

今後も随時拡充していきますので、  皆様のァ クセスをお待ちしてお り ます 。

一

〇

〇

〇

〇

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)

口ATR Jouma1新規購読申込

口テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番号 : T R -  

口ご意見、ご要望等

TEL
FAX
E-mail
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 8 3
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 8
editor@ctr.atr.co.jp

口送付先変更連絡
口研究用ソフトゥェア購入申込
【ソフトゥェア名整理番号 :

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

口人事異動

口住所変更

口その他

フ リ ガ ナ

お 名 前

付

先

送 り 先

会 社 名

部 署 名

役 職 名

Te1/Fax

E-mai1

ご意見ご要望

●ATR ジャ ーナルのご購入希望、 送付先変更等をお寄せ下さる場合には、 上記にご記入の上、 FAX等でご送付下さい,

●送付先変更以外にっいては、 変更後の擱に必要事項をご記入願います,
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